新潟県立自然科学館サイエンスボランティア工作教室
立体「北斗七星」をつくろう！

◆材料

・型紙(入り口で配ったものです)

・プラスチック段ボール（プラ段）板(机においてあります)
・串(7本) (机においてあります)
・ビーズ(7個) (机においてあります)
・糸（１ｍ）（早く出来上がった人にはあとで配ります）

◆道具

・カッターナイフ

・両面粘着テープ

・油性マジック（黒）または不透明水性マーカー

◆つくりかた

1)型紙の台紙を、白い部分を残さないようにハサミで切り抜きます。

2)型紙をプラ段板に両面粘着テープで貼りつけます。（四隅のみでOK）

3)星の印がついている場所を、竹串で表から裏へ突き破ります。

穴はα星からη星まで7個です。

4)長さ見本にあわせて竹串を切り詰めます。

このとき、とがった方を残すようにします。

5)串を、先ほど開けた穴に、裏から表に向けて突き刺して立てます。

（貫通後、先端を丸めてください）
6）7個のビーズを竹串のとがった部分に突き刺して完成です。
◎時間がある人は・・・

・串の表面をマジックで黒く塗りつぶすと感じが出ます。

・ビーズの穴に糸を通してから、α星から順番にビーズを突き刺して糸を張ると北斗七星の形が良く分かります。糸は接着剤等で固定してもかまいません。

◆試してみよう/考えてみよう

1)目の高さをδ星と同じ高さにし、40cmはなれた場所から片目で見てみましょう。

　それが、地球から見た北斗七星の姿です。

・このとき、つぶっている方の目は何光年はなれているでしょうか？

・実際の夜空の北斗七星は立体的に見えないのでしょうか?なぜこの模型は立体的に見えるのでしょうか?

・星までの距離はどうやって測ったのでしょうか?

2)模型をいろいろな方向から見てみましょう。

[用語]

・北斗七星・・・おおぐま座の腰から尾を形作るひしゃく型の星ぼし。カシオペア座とともに、北極星を探すのに使われる。

・光　　年・・・光が1年間に進むことができる距離。星や銀河までの距離を表すのに使われる。光の速さは秒速約30万キロメートル。
■付記
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星

ビーズ

8mm　D-6

100円ショップ�

袋

35

個

100

7

3,500

100

10,000

10,500

星支柱

銀杏串

15cm

ホームセンターA�

袋
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本

370

7

3,500

7

2,590

2,719
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プラスチック段ボール(黒）�

900×1800�

ホームセンターB�

枚

24

A4枚

600

1

500

21

12,600

13,230

星座線

糸

白20/3

ホームセンターA�

巻

100

m

127

1

500

5

635

666

計

25,825

27,115

54.3

購入単位あたり

500セットあたり�

材料単価等

· 竹串は、プラ段を突きとおしたときの摩擦だけでとまっています。ただし、実際の工作では最初につきとおす段階で竹串を折ってしまう子が多かったので、２回目からは、フィルムケースの中心に穴をあけたガイドをつくっておき、それに竹串を通してプラ段に穴をあけさせました。カルコを使ってはどうかというアイディアもあります（ただし鉛直度の確保が難）。

· 竹串、ビーズ穴ともに製品の誤差が大きいので、ビーズが竹串の先端でとまらない場合がけっこうあります。そのときは、竹串先端にテープを巻くなどして調整します。

· 銀杏串よりも太い串をつかったらどうかという意見もありました。この工作では材料費５０円という制約があったので上記材料としましたが、この制約をはずすのであれば、もっと丈夫な材料でも構いません。

※この説明書は、新潟県立自然科学館で同名の工作を実施したときに配布した資料に加筆したものです。

